
三
二

安
永
・
天
明
期
の
尾
張
の
中
興
期
俳
人
、加
藤
暁
台
（
一
七
三
二
―
一
七
九
二
）

は
、
そ
の
晩
年
に
月
並
発
句
合
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
月
並
句

合
は
門
弟
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
。
そ
の
展
開
を
明
確
に
す
る
作
業
の
一

環
と
し
て
、
暁
台
の
暮
雨
巷
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
未
紹
介
の
尾
張
月
並
句
合
資

料
（
点
帖
）
に
つ
い
て
、
手
元
に
集
ま
っ
た
も
の
を
中
心
に
順
次
紹
介
し
て
き
た

い
。

　
　
　
　

一　

暮
雨
巷
の
月
並
句
合

暁
台
の
月
並
句
合
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
稿
「
暁
台
の
晩
年
と
月
並
句
合
」

（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
94
号
、
平
成
７
年
３
月
）
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
月
並
句

合
に
つ
い
て
は
、
尾
形
仂
氏
「
月
並
俳
諧
の
実
態 

一
〜
四
」（『
俳
句
』
４
〜
６
、

９
月
号
、角
川
書
店
、昭
和
50
年
）
や
、桜
井
武
次
郎
氏
「
上
方
の
月
並
句
合
」（『
連

歌
俳
諧
研
究
』
53
号
、
昭
和
52
年
）
以
降
、
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
中
興
期
俳
諧

に
限
っ
て
も
、
江
戸
俳
壇
の
加
藤
定
彦
氏
「
生
成
期
の
月
並
句
合
―
江
戸
俳
壇
を

中
心
に
」（『
国
語
と
国
文
学
』
71
・
５
、
平
成
６
年
５
月
）
や
、
上
方
俳
壇
に
お

け
る
永
井
一
彰
氏
『
月
並
発
句
合
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
平
成
25
年
）
な
ど
の

成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
中
興
期
の
月
並
句
合
に
つ
い
て
、
そ
の
手
順
を
概
略
的
に
説
明
し
て

お
き
た
い
。
江
戸
前
期
の
前
句
付
・
雑
俳
や
高
判
付
句
集
な
ど
の
都
市
に
お
け
る

遊
戯
性
の
俳
諧
か
ら
、
そ
の
興
行
形
態
を
模
し
て
、
江
戸
中
期
に
発
句
合
、
月
並

句
合
が
派
生
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
地
方
系
蕉
門
の
月
並

句
合
の
手
順
を
記
す
と
、
ま
ず
募
句
ち
ら
し
で
題
を
決
め
て
募
集
を
行
い
投
句
を

募
る
。
参
加
者
は
投
句
料
を
添
え
て
投
句
を
行
う
。（
大
規
模
な
場
合
、
投
句
は

会
所
な
ど
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
、）
集
め
ら
れ
た
句
を
執
筆
が
点
帖
に
清
書
し
、

名
は
無
記
の
ま
ま
宗
匠
に
渡
す
。
宗
匠
は
批
点
を
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
添
削
し
、

判
詞
を
記
す
。
そ
の
点
帖
を
も
と
に
、
入
選
者
を
記
載
し
た
丁
刷
と
い
わ
れ
る
刷

物
が
参
加
者
に
配
布
さ
れ
る
。
清
書
の
巻
（
点
帖
）
は
、
最
高
点
を
得
た
も
の
に

褒
美
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
丁
刷
は
一
年
分
や
二
年
分
を
ま

と
め
て
、
一
冊
の
本
に
し
て
売
り
出
す
こ
と
も
あ
る
。

暁
台
の
行
っ
た
「
暮
雨
巷
月
並
句
合
」
も
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
売
り
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
暮
雨
巷
の
月
並
句
合
は
、
暮
雨
巷
一
世
暁
台
、
二
世
桜
田
臥

央
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
井
上
士
朗
も
月
並
句
合
を
行
っ
て
は
い（
１
）る

が
、
大
々
的

に
行
っ
た
の
は
、
そ
の
弟
子
の
大
鶴
庵
竹
有
（
竹
内
塊
翁
）
で
あ
る
。
本
稿
か
ら

三
回
に
わ
け
て
、
暁
台
、
臥
央
、
竹
有
関
係
の
月
並
句
合
資
料
（
点
帖
）
を
紹
介

し
、
暮
雨
巷
と
、
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
月
並
句
合
の
展
開
の
一
端
に
つ
い
て
論

じ
て
み
た
い
。

　
　
　
　

二　

晩
年
の
暁
台
の
動
向
と
月
並
句
合

加
藤
暁
台
の
点
帖
資
料
（
寛
政
二
年
）
に
つ
い
て　

│ 

江
戸
後
期
尾
張
俳
壇
の
月
並
句
合
（
一
）

寺　

島　
　
　

徹
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三
三

　

暁
台
の
月
並
句
合
は
、
そ
の
晩
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
暁
台
の

晩
年
は
京
で
の
活
動
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
二
条
家
俳
諧
の
創
始
と
月
並
句
合
の

催
し
を
行
っ
た
の
が
晩
年
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
暁
台
の
場
合
、
矢
羽
勝
幸
氏

「
榎
本
星
布
主
催
句
合
に
つ
い
て
―
白
雄
と
暁
台
の
交
渉
―
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』

68
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
に
よ
れ
ば
、『
俳
諧
四
家
選
』
等
に
お
け
る
天
明
七
年

か
ら
の
白
雄
ら
と
の
共
同
の
句
合
評
が
、
発
句
合
の
初
発
と
考
え
ら
れ
る
。
天
明

七
年
か
ら
没
年
に
か
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
と
筆
者
の
調
査
を
ふ
ま
え
、
暮

雨
巷
の
動
向
を
も
と
に
年
表
風
に
ま
と
め
て
み
よ
う
（
伊
藤
東
吉
氏
「
暁
台
年
譜
」

（『
暁
台
の
研
究
』
所
収
）
に
よ
る
も
の
は
（
伊
藤
）
と
す
る
）。

天
明
七
（
一
七
八
七
）　

丁
未　

暁
台
五
六
歳 

○
春
自
序
『
桃
青
廿
歌
仙
』（
暁
台
）
二
冊
を
復
刻
す
る
。

○
春
か
。
桂
裏
古
希
賀
に
龍
髯
杖
の
自
画
及
び
賀
章
を
贈
る
（
遺
草
・
句
集
）。

○ 

二
月
、
伯
先
生
主
催
の
白
雄
、
几
董
、
闌
更
ら
四
宗
匠
に
よ
る
発
句
合
に
選
者

と
し
て
参
加
す
る
（『
俳
諧
四
家
選
』）。

○ 

二
月
、
星
布
催
し
の
白
雄
と
の
合
評
発
句
合
『
雛
・
田
植
・
た
な
ば
た
・
お
し

の
句
あ
ハ
せ
』（
加
舎
白
雄
記
念
館
所
蔵
、
矢
羽
氏
前
稿
参
照
）
に
判
者
と
し

て
参
加
（
募
集
は
、
前
年
冬
、
返
送
は
寛
政
元
年
五
月
）。

○ 

四
月
、
暁
台
京
に
あ
り
、
青
蘿
・
几
董
・
月
渓
（
樵
木
町
）
と
共
に
『
続
一
夜

四
歌
仙
』
を
興
行
。

○
四
月
序
『
都
六
歌
仙
』
に
青
蘿
と
の
両
吟
歌
仙
一
あ
り
。

○
五
月
、
暁
台
御
国
住
居
を
許
さ
れ
る
（
力
草
）。

○
五
月
、蘭
芝
（
三
月
よ
り
上
洛
中
）
の
旅
寓
に
両
吟
歌
仙
あ
り
（
樗
堂
俳
諧
集
）。

○ 

伊
予
の
蘭
芝
（
樗
堂
）
六
月
、
洛
東
の
客
舎
に
暁
台
立
句
・
蘭
芝
脇
の
歌
仙
一

会
あ
り
。佳
棠
・
臥
央
・
東
湖
・
凌
湖
・
百
池
一
座
（
樗
堂
俳
諧
集
）。同
じ
頃
、

蘭
芝
を
具
し
て
尾
張
に
下
る
か
。（
つ
ま
し
る
じ
・
伊
藤
）。
旅
客
に
歌
仙
興
行

『
つ
ま
じ
る
し
』（
蘭
芝
編
・
夏
序
）
に
素
兄
・
昆
明
・
稲
城
・
呼
道
入
集
。

○
夏
、
蘭
芝
編
『
つ
ま
じ
る
し
』
に
暁
台
序
。
一
座
の
四
吟
歌
仙
一
入
集
。

◆
九
月
七
日
、
蓼
太
没
（
七
十
歳
）。
同
十
八
日
、
松
下
子
東
没
（
四
十
九
歳
）。

天
明
八
（
一
七
八
八
）　

戊
申　

五
七
歳 

△
正
月
十
三
日
、
士
朗
伊
勢
の
国
に
行
き
、
獅
子
頭
の
神
事
を
見
る
。

○
正
月
末
、
暁
台
は
、
別
業
が
類
焼
に
あ
い
、
同
三
月
尾
張
横
須
賀
の
村
瀬
帯
梅

を
頼
っ
て
、
一
時
身
を
寄
せ
た
。「
桃
や
な
ぎ
沖
の
鷗
も
我
に
馴
れ
よ　

暁
台
」

を
立
句
と
す
る
表
六
句
、『
於
宝
路
夜
』（
文
化
六
刊
）
に
出
る
。
大
阜
・
民
情

　

・
帯
梅
・
聴
呉
ら
一
座
。

○
暁
台
、
亡
母
三
回
忌
。（
句
集
）。

○ 

十
二
月
刊
の
『
夜
の
は
し
ら
』（
万
岱
序
・
暁
台
編
）
に
士
朗
付
句
三
、発
句
七
。

暁
台
発
句
十
一
、
歌
仙
四
入
集
。
他
に
珉
丈
・
呂
岱
・
楚
分
・
卓
池
・
純
平
・

可
有
・
木
人
・
聴
呉
・
台
沖
・
北
橘
入
集
。

○ 

梅
間
の
『
力
草
』
の
「
白
雪
日
記
」
に
、
こ
の
年
尾
張
で
越
年
し
た
暁
台
と
士

朗
が
歌
仙
を
巻
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

天
明
九
年
、
寸
茅
舎
の
歳
旦　
　

　
　

松
の
ひ
ま
に
ほ
の
ほ
の
見
ゆ
る
花
の
春　
　

暁
台

　
　
　

あ
ら
し
吹
や
む
鶯
の
か
ほ　
　
　
　
　
　

士
朗

○
『
天
明
八
年
知
多
連
中
歌
仙
』
興
行
。

◆
八
月
二
十
九
日
狙
乃
没
。
◆
柳
几
没
。

天
明
九
／
寛
政
元
（
一
七
八
九
）　

己
酉　

五
八
歳

○ 
寸
茅
舎
よ
り
の
『
天
明
九
年
歳
旦
』（
暁
台
編
）
成
。
暁
台
発
句
二
、
三
つ
物

二
連
入
集
。
知
多
の
連
中
が
多
い
。
他
騏
中
・
琴
雅
入
集
。

○
夏
、
尾
州
暮
雨
門
よ
り
摺
物
を
出
す
か
（
几
董
遺
稿
・
伊
藤
）。

○ 

九
月
二
十
二
日
、
若
宮
八
幡
宮
に
於
て
、
暁
台
の
「
若
み
こ
や
月
に
影
さ
す
お

と
こ
山
」
を
立
句
に
千
百
年
法
楽
之
俳
諧
（
百
韻
）
興
行
。
万
岱
・
彪
門
・
稲
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三
四

城
・
圃
暁
・
入
素
・
楚
分
・
士
朗
・
執
筆
臥
央
一
座
（
入
素
書
留
・
暁
台
句

集
）。

○ 

十
月
二
十
三
日
几
董
伊
丹
に
て
急
逝
、暮
雨
巷
に
追
悼
の
俳
諧
一
折
興
行
あ
り
。

暁
台
「
藁
里
歌
」
を
作
る
（
翌
年
、
追
悼
『
鐘
筑
波
』）。

△ 

宣
長
の
来
名
を
機
に
、
亜
満
・
岳
輅
・
岱
青
・
士
朗
ら
と
も
に
鈴
屋
門
人
録
に

署
名
す
る
。
伊
勢
に
帰
る
宣
長
を
送
っ
て
、
士
朗
が
「
松
坂
の
松
こ
そ
春
の
と

ま
り
な
れ
」
の
句
を
詠
む
。

寛
政
二
（
一
七
九
〇
）　

庚
戌　

五
九
歳

○ 

正
月
七
日
、
暮
雨
巷
句
座
、
九
吟
歌
仙
一
巻
成
る
（
入
素
書
留
）。

○ 

正
月
、
暮
雨
巷
月
並
句
合
は
じ
ま
る
（
架
蔵
写
本
）。

○ 

二
月
仙
児
ら
「
佐
屋
連
中
歌
仙
」興
行
。
二
月
十
三
日
、大
和
行
脚
を
思
ひ
立
っ

た
暁
台
の
餞
別
会
あ
り
。
士
朗
・
羅
城
以
下
十
五
人
一
座
。
暁
台
は
仙
児
を
伴

い
吉
野
の
旅
に
赴
く
（
入
素
書
留
）。

○
二
月
、
佐
屋
の
仙
児
亭
に
一
泊
、
吉
野
に
赴
く
（
句
集
）。

○ 

二
月
、『
暮
雨
巷
月
次
五
題
』
の
丁
刷
記
録
は
じ
ま
る
（
寛
政
三
年
八
月
ま
で
）。

△ 

卓
池
旧
蔵
の
『
仮
題
暁
台
門
書
留
』
に
三
月
五
日
、
枇
杷
園
花
見
で
星
隼
・
紀　

鳳
ら
発
句
。
三
月
十
二
日
興
行
の
歌
仙
で
入
素
発
句
、
白
図
脇
、
紀
鳳
第
三
、　

士
朗
付
句
。
三
月
二
十
八
日
、
士
朗
亭
興
行
の
歌
仙
等
あ
り
。

○ 

四
月
、
暮
雨
巷
月
並
句
合
四
月
興
行
（
点
帖
・
本
稿
参
照
）。

○  

五
月
二
十
日
、
大
高
の
墨
山
宛
の
書
簡
に
、
暮
雨
巷
月
並
句
合
の
五
月
五
題
を

臥
央
へ
早
く
出
す
よ
う
に
促
す
。
ま
た
、
四
月
の
丁
刷
に
つ
い
て
も
、「
四
月

之
開
巷
摺
出
し
さ
し
上
候
。
先
達
而
士
朗
方
よ
り
進
じ
候
様
ニ
覚
申
候
所
、
い

ま
だ
無
其
儀
候
ら
は
ゞ
、
延
引
之
事
恐
入
候
。」
と
述
べ
る
（
五
月
廿
日
付
墨

山
宛
暁
台
書
簡
・
名
古
屋
市
博
物
館
藏
）。
た
だ
し
、
当
書
簡
は
、
寛
政
三
年

五
月
の
可
能
性
も
あ
る
。

○
六
月
九
日
、
僧
他
郎
没
す
。
暁
台
、
京
に
て
こ
れ
を
聞
く
（
句
集
）。

○ 

九
月
暁
台
、
月
居
と
と
も
に
二
条
家
に
召
さ
れ
宗
匠
免
状
を
給
は
る
。
三
日
、　

御
目
通
仰
付
け
ら
れ
、
四
日
円
山
端
寮
に
お
い
て
習
礼
、
五
日
暁
台
花
御
会
を

勤
め
る
。
二
条
治
孝
の
発
句
に
暁
台
脇
の
百
韻
あ
り
（
二
条
家
俳
諧
記
・
翁

草
・
一
覧
集
）。
門
人
五
寅
の
句
控
に
「
暁
台
翁
二
条
家
よ
り
花
ノ
下
日
本
俳

諧
の
棟
梁
の
号
を
下
さ
れ
し
時
賀
に
」
の
詞
書
見
え
る
（
伊
藤
）。
九
月
五
日

二
条
御
殿
で
『
中
興
御
俳
諧
之
百
韻
』
が
興
行
さ
れ
、
宗
匠
暁
台
、
脇
宗
匠
月

居
に
続
い
て
、
士
朗
は
萌
黄
散
服
を
着
用
し
、
多
く
の
門
葉
の
筆
頭
に
着
座
し

た
。
臥
央
は
執
筆
。（『
二
条
家
御
中
興
俳
諧
』）

○
十
月
序
『
よ
し
野
紀
行
』（
紫
暁
編
）
に
暁
台
発
句
一
。

○
『
二
条
御
殿
中
興
之
俳
諧
百
韻
』
に
墨
山
・
弁
二
・
芦
涯
・
仙
児
ら
入
集
。

△ 

『
二
条
家
御
俳
諧
記
』
に
は
、「
士
朗
暁
台
の
後
を
命
ぜ
ら
れ
ど
も
御
会
不
勤
」

と
あ
り
、
士
朗
は
暮
雨
巷
二
世
の
座
を
臥
央
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
な
る
。

◆
学
海
没
（
四
十
九
歳
）。

寛
政
三
（
一
七
九
一
）　

辛
亥　

六
〇
歳

○ 

正
月
、
暁
台
二
条
家
御
初
懐
紙
を
勤
め
る
。「
こ
の
殿
に
千
代
植
添
ん
松
の
苗
」

（
仮
題
暁
台
俳
諧
七
百
韻
）。

○
『
暮
雨
巷
歳
旦
』（
暁
台
編
）
を
出
す
。

△ 

士
朗
、
多
度
参
詣
の
道
す
が
ら
尾
張
藤
浪
の
亀
六
亭
に
投
宿
し
た
お
り
の
撰
集

『
楽
書
日
記
』（
翌
年
二
月
刊
）
に
、「
二
月
十
三
日
、
多
度
の
山
に
赴
き
、　

藤

波
の
里
に
た
ど
り
着
く
。
亀
六
亭
投
宿
の
半
吟
歌
仙
に
立
句
。」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
別
名
『
多
度
山
紀
行
』
と
も
い
う
。

△
卓
池
、
四
月
朔
日
よ
り
七
月
初
旬
ま
で
奥
羽
紀
行
の
旅
。

○ 

四
月
、
暮
雨
巷
月
並
句
合
四
月
興
行
（
点
帖
『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』）。

○
六
月
、
青
蘿
没
『
水
の
月
』（
冬
序
）
冬
の
部
に
暁
台
挽
詞
。

○ 

秋
、
大
高
連
中
墨
山
亭
歌
仙
興
行
。
横
須
賀
に
遊
ぶ
か
（『
落
梅
花
』
帯
梅
詞

書
参
照
・
伊
藤
）
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三
五

た
暮
雨
巷
の
月
並
句
合
も
、
京
都
と
尾
張
を
行
き
来
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
新
た
に
手
に
し
た
点
帖
資
料
を
も
と
に
、
そ
の
指
導
の
様
子
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　

三　

暁
台
月
並
句
合
の
点
帖
の
紹
介

暁
台
の
暮
雨
巷
月
次
句
合
に
お
け
る
未
紹
介
の
点
帖
（
架
蔵
）
を
俎
上
に
あ
げ

た
い
。
ま
ず
、
書
誌
を
記
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

書
誌

装
幀　
　

半
紙
本
一
冊
。
袋
綴
。

表
紙　
　

濃
縹
色
、
亀
甲
紋
、
艶
出

寸
法　
　

縦
二
三
・
八
×
横
一
六
・
七
糎
。

題
簽　
　

無
。
剥
落
か
。

丁
数　
　

墨
付
き
百
丁
。

行
数　
　

半
丁
に
つ
き
五
句
。

投
句
人
数　

七
十
三
名
。

寄
句
数　

九
百
七
十
一
句
。

奥　
　
　

右
僻
墨
暮
雨
周
挙　
「
後
一
」（
朱
文
方
印
）

書
写
者　

句
―
執
筆　

判
詞
・
添
削
・
入
選
句
の
転
記
―
暁
台
筆

点
印　
　
「
春
艸
新
生
」「
坐
酔
桃
李
唇
」「
採
金
蓮
擲
玉
簪
」

年
代　
　

寛
政
二
年
四
月

所
蔵　
　

架
蔵

お
そ
ら
く
、
蕪
村
、
暁
台
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
た
清
水
孝
之
氏
の
旧
蔵
に
な

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
蔵
書
印
等
は
な
い
。

ま
ず
、
年
代
で
あ
る
が
、
こ
の
点
帖
が
、
寛
政
二
年
四
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と

○ 
十
月
、
暁
台
、
若
狭
を
巡
歴
し
て
京
の
桃
睡
亭
に
着
く
。
二
十
七
日
、
白
山
通

三
条
北
の
一
閑
室
に
移
る
。
十
一
月
十
日
頃
よ
り
喉
の
病
こ
う
じ
て
食
道
が
腫

れ
る
（『
落
梅
花
』）。
十
一
月
十
五
日
よ
り
病
臥
。

○ 

前
年
か
ら
の
『
暮
雨
巷
月
次
句
合
』（
暁
台
編
）
に
士
朗
発
句
十
七
。
庭
甫
・

物
裁
・
五
寅
・
雨
暁
・
夜
来
・
也
梁
・
渡
鵲
・
葭
涼
・
兆
雲
・
巨
川
・
満
子
・

雨
滴
・
亀
六
・
兎
石
・
青
霞
・
啓
甫
・
之
楓
・
志
同
・
巴
江
ら
入
集
。

○
学
海
（
楽
山
）
追
善
『
手
向
草
』（
伝
芳
編
）
に
発
句
一
。

◆ 

六
月
十
七
日
、
青
蘿
没
（
五
十
二
歳
）。
七
月
六
林
没
（
八
十
二
歳
）、
九
月
十

三
日
、
白
雄
没
（
五
十
四
歳
）。

寛
政
四
（
一
七
九
二
）　

壬
子　

六
一
歳

○ 

人
日
、
庵
の
会
始
、
百
池
執
筆
「
玉
簾
に
き
こ
し
召
ら
ん
薺
う
つ
と
」（『
落
梅

花
』）。

○
薩
摩
よ
り
完
而
書
信
見
舞
（『
落
梅
花
』）。

○ 

正
月
十
九
日
夜
、暁
台
危
篤
に
陥
る
。
五
更
の
刻
（
廿
日
午
前
四
時
頃
・
伊
藤
）

一
月
二
十
日
午
前
三
時
、
暁
台
が
京
在
住
の
ま
ま
世
を
去
る
。
京
都
京
極
四
条

の
南
大
雲
院
に
葬
る
。
法
名
春
光
院
暁
台
居
士
（
六
十
一
歳
）。
ま
た
尾
張
古

渡
洞
仙
寺
に
名
印
一
つ
を
う
ず
め
て
塚
を
築
く
。

○ 

『
落
梅
花
』（
天
之
巻
桃
睡
編
・
地
の
巻
臥
翁
編
・
寛
政
五
年
五
月
刊
）二
月
二

十
日
、
初
月
忌
名
古
屋
古
渡
洞
仙
寺
の
法
会
の
百
韻
の
、
初
七
日
枇
杷
園
興
行

の
歌
仙
あ
り
。
二
七
日
桂
葉
下
興
行
、
四
七
日
春
日
居
、
五
七
日
鴎
巣
、
六
七

日
岱
青
亭
、
七
七
日
五
周
亭
、
百
箇
日
暮
雨
巷
に
、
そ
れ
ぞ
れ
暁
台
追
善
の
歌

仙
を
興
行
し
て
い
る
。

◆
八
月
、
暁
台
の
師
で
あ
る
白
尼
没
す
る
（
八
十
四
歳
）。

晩
年
の
暁
台
は
、暮
雨
巷
の
尾
張
門
弟
は
士
朗
に
任
せ
、二
条
家
俳
諧
等
、も
っ

ぱ
ら
京
都
を
中
心
に
動
い
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
軌
を
一
に
し
て
行
わ
れ
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三
六

は
、『
暮
雨
巷
月
並
句
合
』（
丁
刷
）
の
配
列
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。
暁
台
の
門

弟
、
木
吾
の
投
句
控
（『
俳
諧
随
筆
』
五
〇
四
、
堀
田
文
庫
蔵
）
の
寛
政
二
年
の

位
置
に
あ
る
次
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

　

四
月
分
名
古
屋
寄　
　

　
　
　

五　

灌
仏
に
御
作
の
沙
汰
ハ
な
か
り
け
り

　
　
　

五　

蚊
の
声
に
仏
子
を
投
て
宵
寐
哉

　
　
　

五　

時
鳥
百
千
と
り
で
も
地
に
隠
す　

木
吾
は
、
投
句
し
た
句
の
中
で
、
五
点
（
春
艸
新
生
）
以
上
の
高
点
を
得
た
（
灌

仏
会
）（
蚊
）（
時
鳥
）
の
句
を
こ
の
よ
う
に
抜
き
書
き
し
書
き
留
め
て
い
る
。
架

蔵
の
暁
台
点
帖
（
以
下
、『
暁
台
点
帖
』（
寛
政
二
年
四
月
）
と
す
る
）
に
ぴ
た
り

と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
寛
政
二
年
四
月
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
既
出
の

点
帖
『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』（
寛
政
三
年
四
月
、
藤（
２
）

園
堂
蔵
）
の
ち
ょ
う
ど
一
年

前
の
点
帖
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
句
は
、
木
吾
で
も
、
梧
琴
で

も
な
く
、隠
子
と
し
て
投
句
し
て
い
る
こ
と
が
点
帖
か
ら
わ
か
る
。
五
点
（
春
草
）

は
丁
刷
に
は
省
略
さ
れ
る
た
め
、
点
帖
と
投
句
控
の
照
合
に
よ
っ
て
わ
か
る
情
報

で
あ
る
。
年
次
が
確
定
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
点
帖
と
対
応
す
る
丁
刷
『
暮
雨
巷
月

並
句
合
』（
藤
園
堂
蔵
）
を
ひ
い
て
お
く
。

四
月
五
題

　
　
　
　
　
　
　
　

採
蓮
三
句

梅
は
酸
く
さ
く
ら
は
甘
し
仏
生
会　
　
　
　
　
　

楓
チ
タ

達

蚊
ひ
と
つ
を
工
夫
し
て
打
額
か
な　
　
　
　
　
　

大
阜

笋
の
老
て
わ
か
竹
と
成
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

夜

ツ
シ
マ

来

　
　

ほ
と
ゝ
き
す

郭
公
待
に
は
長
き
夜
な
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

菊

ツ
シ
マ

渓

身
を
し
ほ
る
声
か
高
ね
の
子
規　
　
　
　
　
　
　

白
図

時
鳥
つ
ゝ
か
け
て
行
み
や
こ
か
な　
　
　
　
　
　

閭
毛

時
鳥
矢
脊
は
名
高
き
田
舎
か
な　
　
　
　
　
　
　

羅
城

き
の
ふ
降
け
ふ
又
雨
や
ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　

七

嶋
原
遊
女

淀

　
　

ほ
た
む

暮
か
け
て
は
な
に
呼
吽
の
牡
丹
か
な　
　
　
　
　

白
図

白
ほ
た
む
威
有
て
情
こ
も
り
鳬　
　
　
　
　
　
　

閭
毛

牡
丹
み
や
金
屏
の
絵
は
霊
聖
女　
　
　
　
　
　
　

沂
風

　
　

灌
仏

朝
風
や
誕
生
仏
し
の
腰
こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　

岱
青

撫
子
の
は
な
も
さ
く
な
り
仏
生
会　
　
　
　
　
　

ヽ

灌
仏
や
は
か
な
き
世
と
も
申
さ
れ
す　
　
　
　
　

夜
来

灌
仏
や
日
の
本
は
日
の
出
る
こ
ろ　
　
　
　
　
　

志
サ
ヤ

同

　
　

蚊

昼
の
蚊
の
こ
の
て
柏
に
と
ま
り
け
り　
　
　
　
　

騏

キ
ヨ
ス

六

蚊
の
声
や
親
を
か
こ
ひ
て
子
も
思
ふ　
　
　
　
　

梅
サ
ヤ

呉

蚊
は
し
ら
や
蟻
の
塔
く
む
其
ほ
と
り　
　
　
　
　

仙

ツ
シ
マ

布

か
の
こ
ゑ
に
馬
の
前
か
く
月
夜
か
な　
　
　
　
　

桂
裏

夕
月
に
蚊
の
声
か
ゝ
る
ち
ま
た
哉　
　
　
　
　
　

沂
風

ひ
る
の
蚊
の
後
ロ
せ
め
る
や
常
念
仏　
　
　
　
　

里
チ
タ

卜

　
　

笋

筍
や
野
の
み
や
の
苔
堀
崩
し　
　
　
　
　
　
　
　

岱
青

月
は
笹
に
竹
の
子
穿
旦
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

簑
待

笋
や
爰
や
か
し
こ
の
芝
か
く
れ　
　
　
　
　
　
　

雷

ヲ
カ
サ
キ

布

竹
の
子
や
瓢
か
ら
出
す
米
二
升　
　
　
　
　
　
　

紀
鳳

　
　

右
桃
李　

二
十
二
句

　
　
　

春
草　

百
六
十
三
句
省
之

こ
こ
か
ら
は
、
お
も
に
、
既
出
の
『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』（
寛
政
三
年
四
月
）
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三
七

図１『暮雨巷月並句合』暁台点帖（寛政二年四月）（架蔵）　

図２　『暮雨巷月並句合』暁台点帖（寛政二年四月）入選句「桃李」印
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三
八

を
参
照
し
比
較
し
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、点
帖
の
体
裁
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
点
帖
で
は
、「
時
鳥
」「
牡

丹
」「
灌
仏
会
」「
蚊
」「
笋
」
の
順
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
丁
刷
で
も
、
こ
の
順
で

あ
る
の
で
、
基
本
、
点
帖
を
も
と
に
、
丁
刷
を
仕
立
て
て
い
っ
た
様
子
が
わ
か
る
。

点
帖
で
は
、
各
題
に
「
春
艸
」
印
と
「
桃
李
」
印
を
捺
さ
れ
、「
春
艸
」
印
以
上

の
句
に
は
句
主
が
明
記
さ
れ
る
（
○
朱
印
は
無
記
名
の
ま
ま
で
あ
る
）。「
桃
李
」

印
の
中
か
ら
三
句
が
選
ば
れ
て
巻
末
に
暁
台
に
よ
っ
て
転
記
さ
れ
（
図
１
〜
３
参

照
）、「
採
蓮
」
印
を
捺
す
、
そ
の
あ
と
、
巻
軸
の
部
分
に
「
僻
墨
暮
雨
周
挙
」
の

落
款
が
あ
る
。
一
方
、『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』
で
は
、
や
や
手
順
が
異
な
る
。
寄
句

全
体
へ
の
押
印
は
「
春
草
」
印
の
み
で
、
そ
の
直
後
に
「
僻
墨
暮
雨
周
挙
」
の
落

款
が
あ
り
、
落
款
に
つ
づ
く
裏
の
丁
に
、「
春
艸
」
印
の
中
か
ら
、「
桃
李
」
印
を

捺
す
二
十
八
句
お
よ
び
「
採
蓮
」
印
の
二
句
を
選
び
出
し
、
暁
台
自
ら
落
款
の
あ

と
の
丁
に
記
す
と
い
う
二
段
階
の
手
順
に
な
っ
て
い
る
。『
暁
台
点
帖
』（
寛
政
二

年
四
月
）
の
よ
う
に
、
寄
せ
句
全
体
が
清
書
さ
れ
た
部
分
に
、
数
種
類
（
こ
の
場

合
二
種
類
）
の
印
が
あ
る
と
見
落
と
し
も
生
じ
や
す
い
と
想
像
さ
れ
る
。『
し
づ
の

お
だ
ま
き
』
の
よ
う
に
、
最
初
に
大
ざ
っ
ぱ
に
「
春
艸
」
印
を
付
け
、
つ
ぎ
に
絞

り
込
ん
で
入
選
句
を
最
後
に
ま
と
め
て
転
記
す
る
方
法
の
方
が
、
丁
刷
に
仕
立
て

や
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

寄
せ
句
総
数
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
寛
政
二
年
の
点
帖
が
、
九
百
七
十
一

句
で
、『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』
の
六
百
七
句
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
参
加
人

数
も
、
春
草
印
以
上
を
得
て
い
る
者
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
点
帖
が
七

十
三
名
、『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』
が
五
十
二
名
と
な
る
。
た
だ
し
、丁
刷
末
尾
に
は
、

毎
月
「
春
艸
○
○
句
省
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
述
と
丁
刷
の
入
選
句
数

か
ら
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
月
の
総
寄
句
数
の
多
寡
は
あ
る
程
度
つ
か
む
こ
と
が
で

き
る
。
点
帖
に
よ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
よ
り
具
体
的
に
把
握
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

七
十
三
人
の
参
加
者
を
地
域
別
に
み
る
と
、
尾
張
名
古
屋
は
、
士
朗
、
六
林
を

図３　『暮雨巷月並句合』暁台点帖（寛政二年四月）　落款
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三
九

は
じ
め
二
十
名
余
、
尾
張
知
多
は
大
阜
、
帯
梅
ら
横
須
賀
連
中
と
墨
山
ら
大
高
連

中
の
十
一
名
、
尾
張
津
島
は
木
吾
ら
十
五
名
、
尾
張
佐
屋
十
一
名
、
岡
崎
は
卓
池
、

趙
鳧
ら
四
名
、
尾
張
清
洲
の
騏
六
、
近
江
の
沂
風
、
京
都
島
原
遊
女
七
淀
と
な
っ

て
い
る
。『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』
と
の
大
き
な
違
い
は
、
佐
屋
連
中
の
参
加
が
多

く
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
点
帖
か
ら
見
え
る
添
削
の
様
相
に
つ
い
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
、
暁
台

の
発
句
合
の
点
帖
は
、『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』
の
他
、『
初
ゆ
き
』『
浦
の
苫
屋
』（
い

ず
れ
も
蓬
左
文
庫
寄
託
堀
田
文
庫
蔵
）
が
知
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
、
添
削
の

傾
向
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
点
帖
は
、寄
せ
句
総
数
が
多
い
た
め
、

添
削
の
傾
向
を
よ
り
正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「
季
節
」「
表
現
」「
切
字
」「
仮
名
遣
い
」
の
添
削
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、「
季
節
」
に
つ
い
て
。

　
　
　

杜
宇
闇
の
砧秋
カ

や
ひ
ろ
ひ
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帯
チ
タ

梅

季
重
な
り
、
季
語
の
問
題
に
、
暁
台
は
厳
し
い
面
が
あ
る
。
と
く
に
季
移
り
が
重

要
と
な
る
連
句
評
点
に
お
い
て（
３
）

そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
発
句
に
お
い
て
も
、

そ
の
厳
し
さ
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

つ
づ
い
て
「
表
現
」
に
つ
い
て
。

（
春
）
一・
二・
輪・
た

赤
く
白
く

つ
ふ
と
咲
し
牡
丹
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甫
暁

暁
台
は
牡
丹
の
風
情
に
あ
わ
せ
、
常
套
の
一
輪
、
二
輪
と
い
う
措
辞
で
は
な
く
、

よ
り
色
彩
豊
か
な
表
現
に
添
削
し
て
い
る
。
蕪
村
は
色
鮮
や
か
な
牡
丹
の
名
句
が

知
ら
れ
る
が
、
交
流
の
影
響
な
ど
も
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
春
）
蚊
の
声
の
薮・
に

水

落
合
ふ
夜
明
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
子

薮
を
水
に
変
更
し
て
い
る
。「
薮
」
―
「
蚊
」
と
い
う
常
套
的
な
取
合
せ
を
添

削
し
た
も
の
か
。

（
坐
）
後・
・

・

・

ロ
か
ら
昼
の
蚊
・の

・後

・口

せ
め
る
・や

常
念
仏　
　
　
　
　

里
チ
タ

卜

（
春
）
降
た
り
と
天
を・
指
さ
す
・か

誕
生
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　

凌

ツ
シ
マ

陰

里
卜
の
句
は
、「
後
ロ
か
ら
昼
の
蚊
せ
め
る
」
で
は
散
文
的
な
表
現
で
あ
り
、

語
順
を
整
え
、「
や
」を
入
れ
る
こ
と
で
韻
文
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
か
。「
降

り
た
り
と
」
の
句
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、
切
れ
字
に
関
わ

る
指
摘
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
よ
り
初
歩
的
な
切
れ
字
に
関
す
る
指
導
も
み
え
る

○　

暁
や
蚊
の
寄
軒
やの

雨
・

や
ど
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
図

○　

竹
の
子
やの

天
・

も
貫
く
育
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
サ
ヤ

同

「
暁
や
」
で
は
、切
字
「
や
」
が
重
な
る
こ
と
に
対
し
て
添
削
す
る
。「
竹
の
子
」

句
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
や
」
と
「
か
な
」
の
切
字
の
重
な
り
を
否
定
し
、
添
削
を

試
み
て
い
る
。暁
台
が
切
字
に
に
つ
い
て
強
い
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、

盟
友
の
蕪
村
と
の
百
池
を
介
し
た
や
り
と
り
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る（
４
）。

「
仮
名
遣
い
」
に
つ
い
て
の
指
摘
も
目
立
つ
。

　
　

子
規
鳥
屋
も
價
し
ら
ぬ
こ

ゑへ・　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
無
記
名
）

（
春
）
杜
鵑
一
こ

ゑへ・
須
磨
の
潮
く
も
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀

ツ
シ
マ

六

　
　

蚊
の
こ

ゑへ・
や
誰
を
喰
ふ
と
て
明
屋
敷　
　
　
　
　
　

（
無
記
名
）

　
　

蚊
の
こ

ゑへ・
や
茶
釜
の
に
へ
る
草
の
庵　
　
　
　
　
　

（
無
記
名
）

　
　

蚊
の
こ

ゑへ・
の
お
の
れ
に
狂
ふ
夜
明
哉　
　
　
　
　
　

（
無
記
名
）

中
世
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
に
多
く
み
ら
れ
る
、「
こ
へ﹅

」
の
仮
名
遣
い
を
難
じ
、

契
沖
仮
名
遣
い
（
旧
仮
名
遣
い
）
に
則
る
「
こ
ゑ
」
の
表
記
に
添
削
し
て
い
る
。

暁
台
が
壮
年
時
に
く
ら
べ
、
晩
年
、
正
し
い
仮
名
遣
い
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る（
５
）。

第
二
節
の
年
譜
に
も
か
か
げ
た
よ
う
に
、
寛
政
元
年

に
、
暁
台
の
暮
雨
巷
高
弟
た
ち
も
こ
ぞ
っ
て
鈴
屋
門
に
入
門
し
て
い
る
こ
と
を
考

慮
し
て
も
、
国
学
復
興
の
時
勢
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の
添
削
指
導
は
、
暁
台
の
指

向
性
を
強
く
表
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

種
々
の
観
点
か
ら
添
削
を
み
て
き
た
。
概
観
し
て
思
う
の
は
、
一
年
後
の
『
し

づ
の
お
だ
ま
き
』
に
比
べ
る
と
、
比
較
的
初
歩
的
な
ミ
ス
に
関
す
る
指
摘
、
添
削

が
多
い
よ
う
に
感
ず
る
。
寛
政
二
年
の
四
月
は
、
暮
雨
巷
に
お
い
て
恒
常
的
な
月

並
句
合
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
だ
半
年
足
ら
ず
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
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四
〇

よ
う
な
形
式
的
な
指
摘
（
つ
ま
り
指
導
）
が
多
く
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後

の
新
た
な
点
帖
の
出
現
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
士
朗
、
卓
池
ら
暮
雨
巷
の
高
弟
の
発
句
を
高
点
の
み
で
は
あ
る
が
、
新

た
に
拾
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
点
帖
の
意
義
と
い
え
る
。

士
朗
の
例
を
あ
げ
よ
う
（
い
ず
れ
も
「
春
草
」
印
）。

一
息
に
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
海
の
上　
　
　
　
　

士
朗

夜
は
蚊
帳
の
萠
黄
匂
ひ
や
子
規　
　
　
　
　

士
朗

春
の
名
残
い
ま
だ
牡
丹
を
立
さ
ら
ず　
　
　

士
朗

唐
の
芳
野
ハ
は
な
の
牡
丹
哉　
　
　
　
　
　

士
朗

名
ハ
仏
卯
月
生
へ
す
る
木
の
実
哉　
　
　
　

士
朗
（
前
書
あ
り
）

釈
迦
は
け
さ
摩
耶
が
高
根
の
捨
子
哉　
　
　

士
朗

蚊
に
句
あ
り
蚊
屋
な
き

か・
さ・
ぬ・
宿
の
壁
の
月　
　

士
朗

「
一
息
に
」
句
の
み
、『
寛
政
三
年
暁
台
門
書
留
』（
卓
池
旧
蔵
）
に
よ
り
、
か

つ
て
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
句
で
あ
る
が
、
他
の
六
句
は
暁
台
の
高
点
を
得
な
が
ら

も
、丁
刷
に
載
る
点
数
で
は
な
か
っ
た
た
め
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
句
で
あ
る
。
と
く
に
、「
名
ハ
仏
」
句
は
、
尾
張
木
ケ
崎
の
長
母
寺
を
訪
ね
た

お
り
の
前
書
が
四
行
に
わ
た
っ
て
付
さ
れ
、
士
朗
の
寛
政
二
年
四
月
の
伝
記
事
項

も
補
う
こ
と
が
で
き
る
（
図
４
参
照
）。
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
月
並
句
合
の

点
帖
に
長
め
の
前
書
を
付
し
て
投
句
す
る
行
為
は
、
投
句
者
が
宗
匠
に
わ
か
っ
て

し
ま
い
か
ね
ず
や
や
異
例
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
も
、
地
方
系
蕉
門
に
お

け
る
初
期
の
月
並
句
合
が
遊
戯
性
よ
り
、
鍛
錬
性
、
指
導
性
を
求
め
て
い
た
一
面

を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

＊

以
上
、未
紹
介
の
点
帖
を
も
と
に
、そ
こ
か
ら
、う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
「
暮

雨
巷
月
並
句
合
」の
催
し
の
一
端
に
つ
い
て
紹
介
・
考
察
し
て
み
た
。
引
き
続
き
、

暮
雨
巷
と
暮
雨
巷
周
辺
の
月
並
資
料
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

図４　『暮雨巷月並句合』暁台点帖（寛政二年四月）「名ハ仏」士朗句
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四
一

注１ 

服
部
徳
次
郎
氏
編
『
真
野
家
文
書
』（
平
成
７
年
３
月
、
豊
明
市
役
所
市
史
編

纂
室
）
に
士
朗
が
月
並
句
合
を
催
し
て
い
る
例
が
示
さ
れ
る
。

２ 

筆
者
は
、
同
書
を
拙
稿
「
暁
台
の
晩
年
と
月
並
句
合
」
等
に
お
い
て
『
寛
政
三

年
暁
台
添
削
』
と
呼
ん
で
い
た
が
、永
井
一
彰
氏
『
月
並
発
句
合
の
研
究
』（
既

出
）
に
従
い
、『
し
づ
の
お
だ
ま
き
』
と
す
る
。

３
暁
台
評
『
百
歌
仙
』（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
等
参
照
。

４ 

安
永
六
年
に
蕪
村
と
暁
台
が
百
池
句
の
切
字
の
推
敲
・
添
削
を
め
ぐ
り
、
お
互

い
の
切
字
の
作
法
観
を
も
と
に
牽
制
し
あ
っ
た
一
件
が
あ
っ
た
。

５ 

拙
稿
『
江
戸
中
期
の
俳
諧
に
お
け
る
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
』（『
桜
花
学
園
大
学

人
文
学
部
研
究
紀
要
』
８
号
、
平
成
18
年
３
月
）
参
照
。

﹇
付  

記
﹈
本
稿
は
科
学
研
究
費
の
研
究
助
成
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号

17K
02471

）
な
ら
び
に
金
城
学
院
大
学
・
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
、
ご
教
示
い
た
だ
い
た
藤
園
堂
書
店
伊

藤
圭
太
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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